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はじめに
本ガイドは、チュータリングに参加するチューティー（学習者）が、最大限の学習効果を得るために必要な役割と心構えを提示するものです。効果的な学びを実現するためには、チューティーが単なる受動的な学習者ではなく、主体的な学びの実践者として、積極的に学習プロセスに関与することが不可欠です。同時に、チューター（支援者・指導者）との建設的な関係性を構築し、提供される様々な学習機会や支援を効果的に活用する能力も重要となります。


本実施ガイドに基づく、チュータリング実施方法とツールの使い方の概要（詳細は次ページ以降参照）
	No.
	対応・実施内容
	使用する資料等
	対応者

	１
	秘密保持契約等必要な対応が無いか確認し、対応する
	秘密保持契約等、右記の対応内容に応じた資料
	チューティー
チューター

	２
	初回のヒアリング前までにヒアリングシートを記入する
	チュータリング・ヒアリングシート
	チューティー

	３
	ヒアリングシートを元に事前ヒアリングを行い、ヒアリングシートを修正する
	チュータリング・ヒアリングシート
	チューティー
チューター

	４
	必要に応じてチュータリング実施計画書を作成し、上長等に報告
	チュータリング実施計画書
	チューティー

	５
	初回チュータリング実施前までにチュータリング記録用紙記入
	チュータリング記録用紙
	チューティー

	６
	チュータリング内容を踏まえ、チュータリング記録用紙の修正
	チュータリング記録用紙
	チューティー
チューター

	７
	2回目以降のチュータリングにおいてもNo.5及び6を繰り返す。
※ 各チュータリングについて振り返ることでより学習が定着する
	チュータリング記録用紙
	チューティー
チューター

	8
	セッション完了後の評価を行う。
必要に応じてチュータリング実施報告書を作成し、上長等に報告
	自己評価表・他者評価表
（参考：AMED菊地班 2022成果物）
チュータリング実施報告書
	チューティー



チューターの基本的役割
学習支援者としての役割
チューターの学習支援者としての役割において、ファシリテーターとしての機能は特に重要な意味を持ちます。この機能は、個々の学習者の特性やペースを深く理解し、それぞれに適した支援を提供することから始まります。チューターは、各チューティーの学習スタイルや進捗状況に合わせて効果的な学習方法を提案・調整し、学習過程で生じる障壁を早期に特定して適切な解決支援を行います。同時に、理論的知識と実践的スキルの橋渡し役として、抽象的な概念を具体的な実務に結びつけ、自身の経験に基づく具体例を効果的に提供しながら、実務上特に重要となるポイントを適切に強調していく役割を担います。
専門家としての役割
チューターは臨床研究の専門家として、最新の専門知識と実践的な経験知の両面から、チューティーの成長を支援する重要な役割を担います。専門知識の提供においては、常に変化する規制要件の最新動向を的確に把握・共有し、業界全体のトレンドや新しい試験手法について情報を提供しながら、様々な場面におけるベストプラクティスを具体的に提示します。同時に、実践知の伝達者として、長年の経験を通じて培った判断基準や意思決定のプロセスを共有し、複雑な問題解決へのアプローチ方法を説明するとともに、臨床研究特有のリスク管理の視点を提供します。

※なお、一人のチューターとしてこれら（ア）及び（イ）の役割をすべて担うことは難しいことも想定される。したがって、複数名（二名程度）のチューター体制をとることによって、相補的にこれらの役割を担うことが可能と考えられ、加えてチューター自身が成長できる場となることも期待される。すなわち、チューティーへの指導や助言を通じて、チューター側もお互いを補いながら成長するという、正のスパイラルも期待される。
チューティーの基本的役割
主体的な学習者としての役割
チューティーは、チュータリングにおける主体的な学習者として、自身の学びに対する明確な責任を持つことが求められます。これは単に受動的に指導を受けるのではなく、自らの学習目標の設定に積極的に参画し、具体的な学習ニーズを明確に認識した上で、学習プロセス全体に主体的に関与していくことを意味します。
成長のための責任
チューティーとしての成長には、学習プロセスへの確固たるコミットメントと自己モニタリングの実践が不可欠です。具体的には、日々の業務や他の責任との調整を図りながら定期的な学習時間を確実に確保し、与えられた課題に計画的に取り組むとともに、設定された締め切りを確実に遵守することが求められます。同時に、自身の学習進捗を客観的に把握し、現時点での課題を明確に特定しながら、必要な改善点を認識していく継続的な自己モニタリングのプロセスが重要です。
チューターとチューティーの効果的な関係構築
コミュニケーションの確立
チュータリングの成功には、チューターとの効果的なコミュニケーションの確立が不可欠です。チューティーは、学習過程で生じる疑問点を適切なタイミングで明確に表明し、自身の理解度や進捗に関するフィードバックを積極的に求め、直面している学習上の困難を率直に共有する必要があります。同時に、新しい知識や視点を受け入れるオープンな姿勢を保ちながら、提示された内容を批判的に検討し、より効果的な学習方法や業務改善について建設的な提案を行うことが重要です。
信頼関係の醸成
チュータリングにおける信頼関係の醸成は、効果的な学習の基盤となる重要な要素です。チューティーには、設定された約束事を確実に遵守し、自身の進捗状況について誠実かつ正直な報告を行い、与えられた課題に対して真摯に取り組む姿勢が求められます。同時に、チューターとの相互理解を深めるため、学習に対する期待を明確に伝え、達成したい目標を具体的に共有し、自身の学習スタイルや特性についても積極的に伝えていくことが重要です。
チュータリングの効果的な進め方
チュータリングから最大限の学習効果を得るためには、セッション前の入念な準備とセッション中の積極的な参加が不可欠です。事前準備としては、各セッションで達成したい具体的な目標を明確に設定し、必要な資料を綿密に準備するとともに、事前学習を通じて生じた疑問点や確認したい事項を体系的に整理しておくことが重要です。さらに、セッション中は単に受動的に情報を受け取るのではなく、積極的な質問や議論への参加を通じて理解を深め、重要なポイントを的確にメモとして記録し、適宜理解度を確認しながら学習を進めることが求められます。
[bookmark: _Hlk184654208]事前準備
チュータリング実施ガイドの確認
チュータリングを施設外の方と実施する場合は、施設が規定する秘密保持契約書等を締結する必要があるかを確認し、規定に従い開始準備を行ってください。
チュータリング実施目的・目標等の明確化
チュータリング・ヒアリングシートの記入
チュータリング・ヒアリングシートの各項目についてチュータリングを実施する目的、目標など記入しながら自分が何を目指したいのか、どのような状況を作り出したいのかを考えてください。
事前ヒアリングまでに（基本的にはチューティーが）チュータリング・ヒアリングシートを完成させてヒアリングに臨んでください。チューターとの対話を通してヒアリングシートの内容について検討し、自分の目指したいありたい姿とそこに到達するための道筋を言語化してください。また、必要に応じてチュータリング実施計画書を作成し、上長や教育責任者の方に提出し正式な開始の報告を行ってください。

セッションの実施
  初回チュータリングにおける 目標の明確化
初回のチュータリング実施前に、チューティーは、事前ヒアリングで作成したヒアリングシートやチュータリング実施計画書に基づき、チュータリング記録用紙に現在の状態と、ヒアリングを通して達成したい望ましい状態、取り組みたい課題や取り組む方向性について記載してください。
また達成したい望ましい状態を具体化させたチュータリングの目標に関して、具体的な目標と、成果測定方法と達成基準、達成方法・手段、達成期限を記入してください
第2回以降のチュータリングにおける準備事項
第2回目以降については、チュータリングの目標に対してどのような行動計画を立て、それを実行したかについて振り返り再分析を事前に行ってください。また、前回のセッションから次のセッション当日までに行動したことで、うまくできたこと、うまくできなかったことをあらかじめチュータリング記録用紙に書き留めておくと、チュータリングセッション中の振り返りが効率的に行うことができます。
  資料の準備
チュータリングにおいてチューターに状況説明する右必要と思われる資料を準備してください。秘密保持契約等に基づき提示可能な資料を準備してください。また特に治療を準備する必要がない相談事項であれば必要ありませんので適宜判断してください。
  質問事項・相談事項の整理
チューティーはチュータリングが円滑に進められるよう事前に質問事項や相談事項を整理してください。またメールなどでその要点を事前に伝えておくことも効果的かもしれません。また現在の状況の中で取り組みたい課題に対してうまく出来ていること、うまく出来ていないことなど状況を説明できる準備をしていただくとチュータリング自体が効率的に実施することができます。

セッションの振り返りと実践
振り返りは、チュータリングセッションで得た学びを確実に定着させ、実践力へと転換させるための重要なプロセスです。学習内容の定着には、定期的な復習を通じて重要ポイントを確認し、実際の業務場面での実践を通じて知識とスキルの統合を図り、必要に応じて追加学習を行うことで理解を深化させることが必要です。さらに、自己評価を通じて習得度や課題を客観的に把握し、チューターからのフィードバックを建設的に受け止め、それらを基に具体的な改善計画を立案することで、継続的な成長を実現することができます。
学習の定着のための実践
チュータリングで学んだことについては復讐を実施して学習内容の実践を行ってください。また実践によって新たな疑問や課題を噛んだ場合には追加学習を行ないながら次のチュータリングの時の質問事項として整理をしておいてください
  
セッション完了後の評価
  自己評価の実施
各施設で用意されている自己評価表などのツールを使用して実践能力の変化を自己評価強化してください。また。上司や教育責任者に他者評価を行っていただきそれらの結果について考察を加えていただくことを推奨します。
  フィードバックの活用
チューターや他者評価によって得られたフィードバックに関しては、さらに効果的に仕事ができるための改善課題を特定して、次の行動計画を作成し実行・学習を継続することを強く推奨します。
  チュータリング実施報告書の作成・提出
必要に応じてチュータリング実施報告書を作成し、上長や教育責任者の方に提出し正式な終了の報告を行ってください。

まとめ
チュータリングを通じて得られた知識やスキルは、単なる学習成果として留めるのではなく、く、日々の実務における具体的な課題解決や業務改善に積極的に活用することが重要です。これは、自身のキャリア目標の達成に向けた重要なステップとなり、例えば臨床研究スタディマネージャーとしての専門性を高め、より複雑な試験の管理や、チーム内での指導的役割を担うための基盤となります。さらに、この学びを組織全体で共有し、標準業務手順書（SOP）の改善提案や、若手スタッフの育成支援、部門を超えた効率的な協働体制の構築など、組織全体の質の向上に貢献することができます。このように、個人の学びを実務、キャリア、組織という3つの層で発展させることで、持続的な成長と価値創造のサイクルを確立することができます。

資料
チュータリング・ヒアリングシート（記入見本含む）
チュータリング記録用紙（記入見本含む）
チュータリング実施計画書（記入見本含む）
チュータリング実施報告書（記入見本含む）

